
１　施策の位置づけ

２　施策の評価

団体

講座

人

人

冊

人

３　主な取組

1

記号

57 5

58 5

59 5

183 2

310 7

2

記号

60 5

61 4

62 5

63 5

64 5

309 7

維持 Ａ 　

維持 Ａ 　

分館長・主事活動報償金 教育委員会 維持

分館活動補助金 教育委員会 維持

くん蒸作業委託料 教育委員会 維持

伐採委託料 教育委員会 拡大

学術指導謝礼 教育委員会 維持

美術品運搬委託料 教育委員会 維持

維持 Ａ

維持 Ｂ 　美術品借上料 教育委員会 維持

文化財保護事業補助金 教育委員会 休・廃止 皆減 Ａ 　

　

縮小 Ｂ 　

総合評価

村内の文化財や朝日村の文化・芸術に触れる機会の充実や、朝日美術館における展示等により、村
民の文化・芸術活動を推進するとともに、文化財や文化・芸術の保護、継承へつなげる Ａ

コスト 評価 重点化

維持 Ａ 　

事務事業名 担当課 成果

文化・芸術の振興

維持 Ｂ 　

維持 Ａ 　館報編集委員活動報償金 教育委員会 維持

公民館講座の開催 教育委員会 拡大

テーブル・ベンチ再生委託料 教育委員会 休・廃止 皆減 Ａ

コスト 評価 重点化

維持 Ａ 　

3,200

生涯学習の推進 総合評価

誰もが生きがいや活力のある生活を送ることができるよう、生涯に渡り学び続けられる環境づくり
生涯学習を行う場や機会の整備、充実 Ａ

美術館の入館者数 3,000 2,526 1,191 1,628

事務事業名 担当課 成果

教育委員会

生涯学習受講者数 466 671 319 466 500

600

図書館の貸出冊数 12,500 11,968 9,468 8,649 12,800

各種スポーツ大会参
加者数

596 576 178 48

公民館・体育施設を
利用している自主学
習活動団体数

37 35 33 36

20生涯学習講座数 16 15 7 10

40

　

（様式２） 令和４年度　施策評価シート

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

R4 R5 R6

目標値
指標（ＫＰＩ）

単
位

基準値 達成値
担当課

H30 R1 R2 R3



3

記号

184 3

184 2

186 5

308 5

185 2

4

記号

65 5

66 5

67 2

68 2

187 2

４-１　施策の評価・検証　（教育委員会）

蔵書検索オンラインシステム保守料 教育委員会 維持 維持 Ａ 　

本にまつわる講座やイベント 教育委員会 拡大 維持 Ａ 　

スポーツや運動の充実

「村立朝日図書館」での、図書の整備や充実、本にまつわる講座やイベント開催による村民の読書
活動の推進

総合評価

縮小 Ｂ 　

維持 Ｂ 　

図書の整備 教育委員会 維持

子ども読書活動推進計画 教育委員会 維持

Ｂ

本にまつわる講座やイベント 教育委員会 拡大 維持 Ａ 　

コスト 評価 重点化

図書館の充実 総合評価

事務事業名 担当課 成果

維持 Ｂ 　

プロサッカーチームのホームタウン活動やスポーツ・運動に取り組む場、機会の充実による、青少
年健全育成や村民の健康づくりの促進、村民同士や村外との交流 Ｂ

コスト 評価 重点化事務事業名 担当課 成果

スポーツ推進委員報酬 教育委員会 維持

体育部活動報償金 教育委員会 維持

維持 Ｂ 　

事業の重点化
本館事業の見直しを行い、分館役員の負担軽減を図るとともに、地域と一体となった
分館活動の活性化を図る。

評価視点 評価コメント

維持 Ａ 　

維持 Ｂ 　

維持 Ｂ 　

事業構成の適正
公民館活動を含め社会教育、社会体育を推進する。生涯に渡り学び続けられる環境を
整備するため、公民館を中心に各事業の活性化を図る。

スポーツ講座の開催 教育委員会 拡大

スケートリンク委託料 教育委員会 拡大

社会教育団体育成補助金 教育委員会 拡大
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報償費細節名称分館長・主事活動報償金

担当者 係長

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

②分館主事報酬 271 ②

活動指標

事業費

➀分館長報酬 330 ➀分館長報酬 330

予算科目 款 '10 項 '04 目

手 段 報奨金

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②分館主事報酬 271

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 分館長・主事 補助単独 単独

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 生涯学習の充実 経費区分 経常

'02 開始年度

新/継 継続

目 標 公民館事業への協力、分館事業の計画運営

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

目標実績値 単位

そ の 他 特 財

一 般 財 源 601 一 般 財 源 601 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持 ✔

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

行事の開催の可否や、分館再編成等について、
コロナ感染対策により活動が制限される状況の
なか検討できました。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響下におけ
る公民館活動の実施可否について検討し、行事
についても開催可能な方法を検討し、可能なもの
は実施できた。分館役員の負担軽減について検
討した。

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

公民館本館行事及び分館役員の見直し 公民館本館事業の見直し、分館活動の活性化

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ｂ

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ａ Ａ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ａ

Ｂ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

財源

（千円）

予算額 601 予算額 601 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

57令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 601 一 般 財 源 601 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

コロナ禍でも感染対策を講じて、公民館事業を開
催し、生涯学習受講者の増加を図る。

コロナ後を見据えて本館事業の見直しを継続して
行い、分館活動の活性化を目指して意見交換、
助言をオンライン等を活用して工夫するなど、住
民の学びに寄与する活動を実施する。

単位目標値 単位 単位



【朝日村第６次総合戦略】 4 2 1

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

単位目標値 単位 単位

58令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 1,000 一 般 財 源 1,000 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

コロナ禍でも感染対策を講じて、公民館事業を開
催し、生涯学習受講者の増加を図る。

コロナ後を見据えて、感染対策を徹底し、多角的
な取り組みによって分館活動の活性化が図られ
るように活動を補助していく。

財源

（千円）

予算額 1,000 予算額 1,000 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ｂ Ｂ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ｂ

Ｂ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ｂ

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

活動を行わない分館に対しての補助金の支払い
について

役員選出ができず活動が停止している分館への
本館としてどう支援していくか。

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持 ✔

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

コロナ感染対策により公民館事業が制限された
ため、予算1,000千円の内400千円に支出して、
分館運営経費とした。

新型コロナウイルス感染症の影響により実施で
きない分館事業も一部あったが、分館活動の感
染防止資材の購入等が実施できた。

目標実績値 単位

そ の 他 特 財

一 般 財 源 400 一 般 財 源 800 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 ５分館 補助単独 単独

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 生涯活動の充実 経費区分 経常

'02 開始年度

新/継 継続

目 標 公民館事業への協力、分館事業の計画運営

予算科目 款 '10 項 '04 目

手 段 補助金

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

補助金細節名称分館活動補助金

担当者 係長

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

➀活動補助（100千円×4分館） 400 ➀活動補助（200千円×4分館） 1000
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単位目標値 発行回数年間6 単位 回 単位

59令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 813 一 般 財 源 814 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

館報編集委員に自主性を持っていただき、事業
の継続を図る。

館報編集委員の自主性が発揮されるよう、県公
運協が主催する館報研修会へ参加するなど、館
報の魅力と重要性を認識する助けとなるよう取り
組む。

財源

（千円）

予算額 813 予算額 814 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ａ Ａ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ａ

Ａ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ａ

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

コロナ禍で編集委員同士のコミュニケーションが
図れない。

コロナ禍で村の行事が中止となり、取材対象の
話題が減っている。

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持 ✔

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 回 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

計画どおり隔月の発行をした。 計画どおり隔月の発行した。

目標実績値 定期的な館報の発行、６ 単位 回 定期的な館報の発行、６

そ の 他 特 財

一 般 財 源 813 一 般 財 源 814 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 館報編集委員 補助単独 単独

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 生涯活動の充実 経費区分 経常

'02 開始年度

新/継 継続

目 標 公民館報の定期的・継続的発行

予算科目 款 '10 項 '04 目

手 段 報償費

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

報償費細節名称館報編集委員活動報償金

担当者 係長

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

➀活動報奨金 813 ➀活動報償金 814



【朝日村第６次総合戦略】 ### ### ###

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

講座 単位目標値 生涯学習講座数10 単位 講座 生涯学習講座数10 単位

183令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 一 般 財 源 128 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

住民の要望を反映して参加者の増加を図る。朝
日村の歴史を知る高齢者の方から話を聞き、後
世に繋いでいく講座の検討。

公民館講座は公民館が行うべき最も重要な事業
であるので、開催方法、内容、対象年代、開催時
期等を工夫し、多様な住民ニーズに応え、コロナ
禍でも実施できるよう、他公民館の取組も参考
に、オンライン等を活用して講座の開催を推進す
る。

財源

（千円）

予算額 0 予算額 128 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ａ Ａ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ｂ

Ａ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ｂ

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

コロナ禍に対応した講座の開催。 講座の開催は公民館の最も重要な事業であるの
で、コロナ禍においても実施できるよう、オンライ
ンの活用等工夫が必要である。

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大 ✔

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 講座 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

松本山雅FCホーム観戦体験、よさこいソーラン教
室（５回）、しいたけ原木コマ打ち体験（１回）、夏
の星空観測会（２回）前半の講座は、コロナウイ
ルス感染拡大防止のため中止。後半は、村内講
師を発掘することができました。

新型コロナウイルス感染症の影響により複数の
講座が中止になったが、スツールづくり、スマート
フォン体験、秋の星空観察、おとなの英会話等の
講座を実施することができた。【成果（拡大）】

目標実績値 生涯学習講座数2 単位 講座 生涯学習講座数10

そ の 他 特 財

一 般 財 源 0 一 般 財 源 10 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 住民 補助単独 0

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 生涯学習の推進 経費区分 0

0 開始年度

新/継 継続（拡大）

目 標 村民ニーズを把握して参加者増を図る

予算科目 款 ゼロ予算 項 0 目

手 段 生涯学習を行う場や機会の整備

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

教育委員会細節名称公民館講座の開催

担当者 係長

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

② ②

活動指標 生涯学習講座数10講座

事業費

➀講師謝礼 15 ➀講師謝礼 128



【朝日村第６次総合戦略】

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

単位目標値 単位 単位

310令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 一 般 財 源 0 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

なし

財源

（千円）

予算額 0 予算額 0 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ａ Ａ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ａ

Ａ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止 ✔

コスト

Ａ

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

今後の継続的な維持管理の方法

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

テーブル（123cm×364cm）6台、ﾍﾞﾝﾁ（38cm×
160cm）22台の表面を整え、ベンチの高さを調整
し、防腐剤を塗布して仕上げた。快適なテーブ
ル・ベンチとなり、以前より利用する人が多くみら
れた。

目標実績値 単位

そ の 他 特 財

一 般 財 源 #REF! 一 般 財 源 628 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 利用者全般 補助単独 補助

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 縄文むら公園の木製テーブル・ベンチを修繕し、快適な環境で利用を促進する。 経費区分 臨時

05 開始年度

新/継 新規

目 標 利用の少なかったテーブル・ベンチの利用者を増やす

予算科目 款 10 項 04 目

手 段 元気づくり支援金を活用し、朝日村家具連絡協議会とボランティアにより修繕を行う。

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

3 年度 所 管 課

③ ③ ③

委託料細節名称テーブル・ベンチ再生委託料

担当者 係長

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

➀ テーブル・ベンチ修繕 628



【朝日村第６次総合戦略】 4 2 2

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

単位目標値 単位 単位

60令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 66 一 般 財 源 66 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

業者に委託し、専門装置を使って安全に燻蒸作
業を行う。

火を扱う作業のため、安全対策が万全でない限
り業者に委託し、専門装置を使って安全に燻蒸
作業を行う。

財源

（千円）

予算額 66 予算額 66 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ａ Ａ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ｂ

Ａ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ｂ

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

業者に委託しなくても安全に燻蒸作業を行う方法
の模索。

安全かつ効果的な燻蒸方法の研究。

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持 ✔

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

午前9時から午後3時まで、業者が専門装置を
使って住居内に煙をダクトで送り込み、燻蒸し
た。竪穴住居のメンテナンスと防虫防カビの処置
ができた。

午前9時から午後3時まで、業者が専門装置を
使って住居内に煙をダクトで送り込み、燻蒸し

た。竪穴住居のメンテナンスと防虫防カビの処置
ができた。

目標実績値 単位

そ の 他 特 財

一 般 財 源 66 一 般 財 源 66 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 縄文むら公園に復元した竪穴住居 補助単独 単独

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 防虫防カビのメンテナンス 経費区分 経常

'04 開始年度

新/継 継続

目 標 復元住居の長寿命化を図り火災を起こさぬよう安全に管理していく

予算科目 款 '10 項 '04 目

手 段 復元住居の茅葺を請負った業者に、専門装置を使った燻蒸作業を委託する

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

委託料細節名称くん蒸作業委託料

担当者 係長

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

➀燻蒸作業委託 66 ➀燻蒸作業委託 66



【朝日村第６次総合戦略】 4 2 2

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

委託料細節名称伐採委託料

担当者 係長

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

立木伐採作業 410 ➀立木伐採・笹刈り作業 480

予算科目 款 '10 項 '04 目

手 段 伐採・枝払い・笹刈り等の環境整備作業を業者に委託する。

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 武居城跡 補助単独 単独

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 県史跡に指定されている山城の維持管理 経費区分 経常

'04 開始年度

新/継 継続

目 標 山城の痕跡が見えやすいように整備し、文化財として活用する。

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

目標実績値 単位

そ の 他 特 財

一 般 財 源 410 一 般 財 源 480 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

場所を決めて伐採作業と笹刈りを行った。史跡が
良く見えるようになり、主郭からの展望も開けた。

これまでに手を入れていなかった北東斜面の間
伐と笹刈りを行った。主郭に至るまでの遺構がよ
く観察できるようになった。

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

草刈りや笹刈りはボランティアを募って行っては
いるが、参加者を増やして活動を継続させていく
こと。

遊歩道の草刈りや笹刈りなど、軽微な環境整備
の住民ボランティアを継続していくこと。

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大 ✔

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ｂ

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ｂ Ｂ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ｂ

Ｂ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

財源

（千円）

予算額 500 予算額 500 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

61令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 500 一 般 財 源 500 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

伐採以外の環境整備として、遊歩道の草刈りは
住民協働により進めていきたい。

伐採は専門業者の技術が必要なため、日常的な
環境整備は住民協働により進めていきたい。

単位目標値 単位 単位



【朝日村第６次総合戦略】 4 2 2

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

単位目標値 単位 単位

62令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 200 一 般 財 源 200 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

展覧会の内容の相談、搬入出や展示作業への
協力と指導。（年間20日出勤）

展覧会の内容の相談、搬入出や展示作業への
協力と指導。（年間20日出勤）

財源

（千円）

予算額 200 予算額 200 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ａ Ａ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ｂ

Ａ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ａ

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

指導だけでなく、実践力にもなっているため不可
欠であり、代替者がいないこと。

指導だけでなく、実践力にもなっているため不可
欠であり、代替者がいないこと。

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持 ✔

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

作品調査、展示計画、作品借用、展示作業につ
いてアドバイスいただきながら、ともに行った。
「上條俊介生誕120周年展」では近代彫刻研究の
知識を生かし、展示内容を充実させることができ
た。

作品調査、展示計画、作品借用、展示作業につ
いてアドバイスいただきながら、ともに行った。地
元作家の発掘に尽力いただき、朝日美術館独自
の展覧会が開催できている。

目標実績値 単位

そ の 他 特 財

一 般 財 源 200 一 般 財 源 150 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 美術館職員 補助単独 単独

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 作品の取り扱いに知識と経験があり、展覧会を充実させる技術のある人材確保ため。 経費区分 経常

'05 開始年度

新/継 継続

目 標 美術館職員一人一人のスキルアップ

予算科目 款 '10 項 '04 目

手 段 長年培った専門知識を生かした美術館職員への指導と、展示替えや作品搬入への協力。

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

報償費細節名称学術指導謝礼

担当者 係長

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

➀展示計画、展示作業、搬入出 200 ➀展示計画、展示作業、搬入出 200
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：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

委託料細節名称美術品運搬委託料

担当者 係長

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

美術作品の運搬 184 ➀美術作品の運搬 242

予算科目 款 '10 項 '04 目

手 段 運送会社に作品運搬を委託する。

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 作家または出品者 補助単独 単独

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 美術作品を安全に運搬する 経費区分 経常

'05 開始年度

新/継 継続

目 標 作家または出品者に安心して作品を出品していただくこと。

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

目標実績値 単位

そ の 他 特 財

一 般 財 源 184 一 般 財 源 71 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持 ✔

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

二つの展覧会の作品搬入・搬出のために、県内4
か所の運搬業務を委託した。作品を無事運搬で
きた。

コロナにより中止になった展覧会もあり、搬出・搬
入を一回のみ行った。作品を安全に運搬できた。

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

現在は愛品物流株式会社に委託出来ているが、
美術作品の運搬を請負ってくれる運送会社が他
にないこと。（日通などはかなり高額になります）

現在は愛品物流株式会社に委託出来ているが、
美術作品の運搬を請負ってくれる運送会社が他
にないこと。（日通などはかなり高額になります）

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ａ

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ａ Ａ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ａ

Ａ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

財源

（千円）

予算額 300 予算額 300 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

63令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 300 一 般 財 源 300 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

展覧会ごとに運搬場所・作品形態・作品点数が
変わるため、仕様を変えながら見積を取り、個々
に運搬委託する。

展覧会ごとに運搬場所・作品形態・作品点数が
変わるため、仕様を変えながら見積を取り、個々
に運搬委託する。

単位目標値 単位 単位



【朝日村第６次総合戦略】
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：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

補助金細節名称文化財保護事業補助金

担当者 係長

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

➀ 補助金支給 231

予算科目 款 10 項 04 目

手 段 修繕等にかかった事業費に応じた補助金の支給

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

3 年度 所 管 課

③ ③ ③

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 指定文化財の所有者 補助単独 単独

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 県または村指定文化財を保存していくための支援 経費区分 臨時

04 開始年度

新/継 新規

目 標 文化財を良好な状態で保存し、後世へと引き継いでいく

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

目標実績値 単位

そ の 他 特 財

一 般 財 源 #REF! 一 般 財 源 224 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

村指定文化財「古川寺観音堂」の自動火災報知
設備感知器設置工事に対して総事業費の3/10
以内の額の補助金を支給した。文化財の防火管
理体制が強化された。

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

補助金制度の周知と、文化財保護体制の強化

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止 ✔

コスト

Ａ

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ａ Ａ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ａ

Ａ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

財源

（千円）

予算額 0 予算額 0 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

309令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 一 般 財 源 0 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

補助金申請があれば、補正予算で対応する。

単位目標値 単位 単位
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：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

単位目標値 新規受け入れ約700 単位 点 単位

184令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 1,300 一 般 財 源 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

新刊、リクエスト、季節のテーマ合わせた資料の
購入と整備。

財源

（千円）

予算額 1,300 予算額 0 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ｂ Ｂ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ｃ

Ａ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ｂ

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

資料の保管スペース不足

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持 ✔

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

図書及び視聴覚資料の購入（693点）
相互貸借に伴う郵送料（借受1件）

目標実績値 新規受入れ約800 単位 点

そ の 他 特 財

一 般 財 源 1,103 一 般 財 源 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 図書館利用者 補助単独 0

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 利用者の希望にそった資料を所蔵または提供する 経費区分 0

0 開始年度

新/継 新規

目 標 利用者が希望する資料を提供できること

予算科目 款 ゼロ予算 項 0 目

手 段 新刊やリクエスト本の購入または相互貸借による資料の提供

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

相互貸借の郵送料 5

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

教育委員会細節名称図書の整備

担当者 係長

Ａ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

資料の購入 1,500 ➀



【朝日村第６次総合戦略】 ### ### ###

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

教育委員会細節名称本にまつわる講座やイベント

担当者 係長

Ａ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

①朗読イベント 24 ➀

予算科目 款 ゼロ予算 項 0 目

手 段 講座やイベントを企画し、実施する

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②読み聞かせ講座 40

2 年度 所 管 課

③図書館まつり 8 ③ ③

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 幼児から高齢者まで 補助単独 0

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 本に関係するさまざまな体験を通して読書推進につなげる 経費区分 0

0 開始年度

新/継 新規

目 標 図書館利用者の増加

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

目標実績値 参加者延べ120 単位 人

そ の 他 特 財

一 般 財 源 16 一 般 財 源 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

大人のための朗読イベントを実施。（読み聞かせ
講座・図書館まつりはコロナのため中止）
村内から14名の参加があり、図書館利用PRに
なった。

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

コロナ後の講座・イベント参加者の拡大

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大 ✔

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ａ

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ｂ Ａ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ｃ

Ａ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

財源

（千円）

予算額 72 予算額 0 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

185令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 一 般 財 源 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

大人のための朗読会、読み聞かせ講座、図書館
まつり

単位目標値 参加者延べ120 単位 人 単位



【朝日村第６次総合戦略】 ### ### ###

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

単位目標値 実施計画の遂行割合80 単位 ％ 単位

186令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 一 般 財 源 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

ブックリストの作成、ブックファースト、セカンドブッ
ク、読書推進イベント、講座等の実施計画。

財源

（千円）

予算額 0 予算額 0 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ｂ Ｂ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ｃ

Ｂ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ｂ

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

18歳以下を対象にしているが、高校生の図書館
利用はかなり少ない。

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持 ✔

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

読書推進イベントの実施。年齢別おすすめ本リス
ト及びコーナーの設置。
読書推進イベント参加者72名。

目標実績値 実施計画の遂行割合80 単位 ％

そ の 他 特 財

一 般 財 源 0 一 般 財 源 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 18歳以下の子ども 補助単独 0

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 18歳以下を対象に読書活動の推進を図る 経費区分 0

0 開始年度

新/継 新規

目 標 18歳以下の子どもの読書習慣の定着

予算科目 款 ゼロ予算 項 0 目

手 段 読書推進事業を実施する

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

教育委員会細節名称子ども読書活動推進計画

担当者 係長

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｂ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

➀ ➀



【朝日村第６次総合戦略】

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

委託料細節名称蔵書検索オンラインシステム保守料

担当者 係長

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ネットワーク保守 264 ②

活動指標

事業費

➀ Web公開用蔵書検索システム保守 22

予算科目 款 10 項 04 目

手 段 システム構築業者に委託

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

3 年度 所 管 課

③ ③ ③

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 図書館利用者全般 補助単独 単独

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 自宅や外出先からも朝日村図書館の蔵書検索や予約ができる蔵書検索オンラインシステムの保守 経費区分 経常

03 開始年度

新/継 新規

目 標 オンライン蔵書検索システム利用者の拡大

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

目標実績値 単位

そ の 他 特 財

一 般 財 源 #REF! 一 般 財 源 286 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持 ✔

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

オンライン蔵書検索システムに不具合が出ない
よう保守点検を実施した。その結果、不備なく稼
働した。

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

システムの快適な作動の維持

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ａ

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ａ Ａ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ａ

Ａ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

財源

（千円）

予算額 0 予算額 286 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

308令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 一 般 財 源 286 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

システムに不備が出た場合には即対応し、快適
な利用環境を維持する。

単位目標値 単位 単位



【朝日村第６次総合戦略】 4 2 4

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

報酬細節名称スポーツ推進委員報酬

担当者 係長

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

➀スポーツの普及推進 365 ➀スポーツの普及推進 366

予算科目 款 '10 項 '05 目

手 段 報酬

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 スポーツ推進員7人 補助単独 単独

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 生涯学習の充実 経費区分 経常

'01 開始年度

新/継 継続

目 標 各種スポーツ大会の参加者数の増

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

目標実績値 単位

そ の 他 特 財

一 般 財 源 365 一 般 財 源 366 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持 ✔

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

ジョギング大会や体育祭が中止となったため、取
組むことができなかった。地区対抗野球では感染
対策をとって開催することができ、伝統を継続す
ることができた。

新型コロナウイルス感染症の影響や天候不順で
行事が中止となったが、開催の可否についての
検討等来年度へつながる活動ができた。

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

新型コロナ感染対策のため、研修会やスポーツ
フェスティバル参加等、活動が制限された。

スポーツ推進委員によるスポーツ教室開催等、
公民館事業以外の独自の取り組みが、コロナの
影響で制限されている。

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ｂ

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ｂ Ｂ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ｂ

Ｂ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

財源

（千円）

予算額 366 予算額 366 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

65令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 366 一 般 財 源 366 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

社会体育事業、スポーツイベントの検討・企画・
運営とスポーツ教室の開催等により、住民が運
動する機会を創出し、健康増進と自己実現を図
る。

単位目標値 単位 単位



【朝日村第６次総合戦略】 4 2 4

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

報償費細節名称体育部活動報償金

担当者 係長

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

➀体育行事の運営 449 ➀体育行事の運営 490

予算科目 款 '10 項 '05 目

手 段 報奨金

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 体育部員 補助単独 単独

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 各種スポーツ大会の参加者増 経費区分 経常

'01 開始年度

新/継 継続

目 標 各種スポーツ大会、地区体育デー参加者数増

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

目標実績値 単位

そ の 他 特 財

一 般 財 源 449 一 般 財 源 436 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持 ✔

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

コロナ感染対策のため体育行事が中止となった
が、行事の可否についてや、地区対抗野球大会
の運営等行った。

新型コロナの影響で各体育行事が中止となった
が、内容の検討等来年度へつながる活動ができ
た。

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

コロナの影響で地区の体育デーが中止され、地
域の親睦、運動離れが増大している。

新型コロナの影響により人が集められないため、
各地区の体育デーが中止となり、運動の機会と
地域の親睦の場が制限されている。

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ｂ

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ｂ Ｂ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ｂ

Ｂ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

財源

（千円）

予算額 490 予算額 490 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

66令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 490 一 般 財 源 490 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

各種スポーツ大会運営、地区体育デーの計画実
施

体育行事、スポーツ大会の運営、地区体育デー
の計画・実施。

単位目標値 単位 単位



【朝日村第６次総合戦略】 4 2 4

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

補助金細節名称社会教育団体育成補助金

担当者 係長

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

② ②

活動指標

事業費

➀団体補助金 190 ➀団体補助金 380

予算科目 款 '10 項 '05 目

手 段 補助金

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 社会教育団体（青少年育成スポーツ団体） 補助単独 単独

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 青少年健全育成 経費区分 経常

'01 開始年度

新/継 継続

目 標 スポーツ団体加入者数の増

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

目標実績値 単位

そ の 他 特 財

一 般 財 源 190 一 般 財 源 290 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

青少年健全育成団体に対して補助金を交付し、
活動費の助成を行っている。各種大会に参加し
成果を上げています。各団体ともコロナ禍で感染
対策をして、取り組んでいます。

青少年健全育成団体に対して補助金を交付し、
活動費の助成を行っている。
各団体ともコロナ禍にあっても感染対策のうえ、
工夫して活動に取り組んでいる。

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

少子化と子どもの運動離れ対策。補助金交付要
綱の見直し（現状にあった内容）

少子化により村内の社会教育団体に所属する人
数が減少を続けており、団体への支援に工夫が
必要である。村外居住者の割合が増加している。

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大 ✔

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ｂ

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ｂ Ｂ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ｂ

Ｂ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

財源

（千円）

予算額 380 予算額 260 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

67令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 380 一 般 財 源 260 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

青少年健全育成団体の活動助成を図る。 青少年健全育成団体への活動助成を継続し、活
動の推進を図る。
村外居住者の割合が増加傾向であるので、村内
居住者に不利益とならないよう活動助成のあり方
について検討していく。

単位目標値 団体加入者10 単位 人 単位



【朝日村第６次総合戦略】 4 2 4

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

委託料細節名称スケートリンク委託料

担当者 係長

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

②スケートリンクの会委託 333 ②

活動指標

事業費

➀シルバー人材センター委託 259 ➀シルバー人材センター委託 148

予算科目 款 '10 項 '05 目

手 段 スケートリンクを管理可能な団体に委託し、管理運営を行う

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②スケートリンクの会委託 343

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 スケート場管理委託団体 補助単独 単独

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 村民の冬の体力づくりの場 経費区分 経常

'02 開始年度

新/継 継続

目 標 青少年の健全育成や村民の健康づくりの促進

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

目標実績値 2,000 単位 人 2,000

そ の 他 特 財

一 般 財 源 602 一 般 財 源 480 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 人 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

青少年の健全育成や村民の健康づくり促進の場
として、安全第一にスケートリンクの運営管理を
行い。令和2年度は32日に営業し、1,614人の利
用がありました。

青少年健全育成、村民の健康づくり促進、天然
氷のスケートリンクという地域の特色を生かした
独自性のある取組として運営管理を実施し、令和
３年度は滑走可能日19日間、利用者1,448人で
あった。

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

天然リンクため気候変化による利用日数の変
動。リンクを管理する後継者の育成。利用料（協
力金）の徴収。

天然氷のため天候に左右され、新型コロナの影
響により開場が制限される。管理後継者の育成
と客観的で多角的な評価が必要である。

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大 ✔

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ｂ

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ｂ Ｂ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ｂ

Ｃ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

財源

（千円）

予算額 1,412 予算額 1,412 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

68令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 1,412 一 般 財 源 1,412 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

アイススケートシーズンの運営と整備に係る管理
費、令和２年度から、リンク製氷管理賃金から管
理団体への委託【予算1,412千円（シルバー人材
500千円、管理団体912千円）】

朝日村スケート場管理運営を、シルバー人材セ
ンターと朝日スケートリンクの会に委託。
気温、降雪など天候による氷の状態と新型コロナ
ウイルス感染症の影響により滑走可能日が変動
する。

人 単位目標値 利用者数2,000 単位 人 利用者数2,000人 単位



【朝日村第６次総合戦略】 ### ### ###

：

：

：

【事業の実績】 Ｄｏ

【事業の評価】 Ｃｈｅｃｋ 【事業の改善・方向性】 Ａｃｔｉｏｎ

④ ② ➀

③ ⑤

⑥

⑦

【事業の計画】 Ｐｌａｎ

講座 単位目標値 生涯学習講座10 単位 講座 生涯学習講座10 単位

187令和４年度　事務事業評価シート
（様式１）

国 県 支 出 金

一 般 財 源 一 般 財 源 256 一 般 財 源

そ の 他 特 財 そ の 他 特 財

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

そ の 他 特 財

事業内容

コロナ禍に対応した講座を企画して実施し、継続
して行っている教室については、レベルアップを
図って実施していきます。

誰もが参加でき、多くの人が参加したいと思い、
運動を始めるきっかけや、身体を動かす楽しさの
発見につながるような講座を開催できるよう工夫
する。
コロナ禍でも実施できるように開催方法を検討
し、オンラインの活用等、様々な取組に挑戦す
る。

財源

（千円）

予算額 0 予算額 256 予算額

地 方 債 地 方 債 地 方 債

0

（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

国 県 支 出 金
（
内
訳

）

A：計画どおりに事業を進めることが適当

Ａ Ａ協働性

・住民等への協力・理解が図られているか B：事業の進め方の改善の検討

・住民等との役割分担がされているか

妥当性

・他計画との整合性はあるか 総合評価

・受益者負担の有無、適正であるか 区分 担当者 係長

・特定の個人・団体へ受益が偏っていないか

Ｂ

Ａ

C：事業規模・内容・主体の見直し検討

・民間等へ移管可能か、検討されているか D：事業の統合・休廃止の検討

・最良の手段・手法であるか 皆減 縮小 維持 拡大

・他事業との連携・調整は図られているか

休止・廃止

コスト

Ｂ

・行政が行う必要の度合い 縮小

課題

コロナ禍に対応した講座の開催 講座の開催は公民館の最も重要な事業であるの
で、コロナ禍でも実施できるようオンライン等の活
用など工夫が必要である。

区分 項目 今後の方向性

評
価
の
視
点

必要性

・目標達成等により、必要性が希薄

成
果

拡大 ✔

・事業の休止・廃止した場合の影響 維持

効率性

・経費は適正、必要最小限であるか

財源

（千円）

決算額 決算額 決算額

（
内
訳

）

単位 講座 単位

そ の 他 特 財

取組内容
と成果

朝日村スポーツボイス教室（６回）30名、ウォーキ
ングサッカー講座（1回）８名、体幹トレーニング講
座（４回）29名　コロナ禍で家に籠り、運動不足の
人に運動の習慣づけをすることができた。

新型コロナウイルス感染症の影響により、多くの
スポーツ教室が中止になったが、前期後期とも体
幹エクササイズ講座を開催でき、いくつかの講座
を実施することができた。【成果（拡大）】

目標実績値 生涯学習講座4 単位 講座 生涯学習講座10

そ の 他 特 財

一 般 財 源 0 一 般 財 源 64 一 般 財 源

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

地 方 債 地 方 債 地 方 債

そ の 他 特 財

国 県 支 出 金

➀

（
内
訳

）

国 県 支 出 金

④ ④ ④

基本戦略 ２．一人一人が活躍できる村をつくります

重点目標 ４．特色のある教育・生涯学習の充実

主要施策 ４－２．誰もが生涯にわたって学び続けられる環境をつくります

対 象 住民 補助単独 0

教育委員会

事 業 名 称

概 要

目 的 生涯学習の推進 経費区分 0

0 開始年度

新/継 継続（拡大）

目 標 村民ニーズを把握して参加者増を図る

予算科目 款 ゼロ予算 項 0 目

手 段 生涯学習を行う場や機会の整備

事務事業の
主な業務

令和２年度 事業費 令和３年度 事業費 令和４年度

②

2 年度 所 管 課

③ ③ ③

教育委員会細節名称スポーツ講座の開催

担当者 係長

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

② ②

活動指標 生涯学習講座数10講座

事業費

➀講師謝礼 47 ➀講師謝礼 256


